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高
江
で
の
機
動
隊
員
の
暴
力
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
軍
北
部
訓
練
場
（
沖
縄
県
東
村
、
国
頭
村
）
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
帯
（
ヘ
リ
パ
ッ
ド
）
移
設
工
事
を
巡
り
、
現
場
警

備
に
大
阪
府
警
か
ら
派
遣
さ
れ
た
機
動
隊
員
が
工
事
へ
の
反
対
活
動
を
す
る
人
に
「
ぼ
け
、
土
人
が
」
な
ど
と
差
別
的
な
暴
言

を
吐
い
た
問
題
で
、
警
察
庁
の
坂
口
正
芳
長
官
は
十
月
二
十
日
の
定
例
会
見
で
「
機
動
隊
員
の
発
言
は
不
適
切
で
あ
り
極
め
て

遺
憾
。
今
後
、
適
切
な
警
備
を
行
う
よ
う
指
導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

機
動
隊
員
の
発
言
の
様
子
を
映
し
た
動
画
は
、
十
月
十
八
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
沖
縄
県
警
に
よ
る
と
、
発
言
し
た
の
は
沖
縄
県
警
の
要
請
で
大
阪
府
警
が
派
遣
し
た
男
性
機
動
隊
員
（
巡
査
部
長
）
で
、

本
人
も
事
実
を
認
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
大
阪
府
警
は
十
月
二
十
一
日
、
不
適
切
な
発
言
で
警
察
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た

な
ど
と
し
て
、
こ
の
男
性
巡
査
部
長
を
戒
告
の
懲
戒
処
分
と
し
ま
し
た
。

同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
機
動
隊
員
の
暴
力
行
為
に
つ
い
て
、
前
国
会
で
質
問
主
意
書
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
「
お
尋
ね
の
「
機
動
隊
員
が
顔
面
を
殴
打
し
て
い
る
動
画
」
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

…
」
と
の
答
弁
（
内
閣
衆
質
一
九
一
第
四
〇
号
）
で
し
た
。
そ
の
後
、
九
月
二
十
八
日
に
国
会
内
で
行
わ
れ
た
民
進
党
の
会
合

に
お
い
て
、
警
察
庁
の
担
当
者
に
こ
の
動
画
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一



不
適
切
な
発
言
に
よ
り
懲
戒
処
分
に
さ
れ
る
一
方
、
暴
力
行
為
で
は
何
ら
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
大
変
不
公
平
だ

と
考
え
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

一

松
本
純
国
家
公
安
委
員
長
及
び
、
坂
口
警
察
庁
長
官
は
、
こ
の
「
機
動
隊
員
が
顔
面
を
殴
打
し
て
い
る
動
画
」
を
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
か
。

二

仮
に
未
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
「
機
動
隊
員
が
顔
面
を
殴
打
し
て
い
る
動
画
」
を
ご
覧
に
な
り
、
当
該

機
動
隊
員
を
特
定
し
、
適
切
な
対
応
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


